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〈指導者の言葉〉 
 

本作品は日々の日記から生まれた作品です。日頃から行事などのめあてや

ふり返り，新聞作り，礼状などを通して，書く活動をおこなっています。 

国語科，社会科，総合的な学習の時間などでは，新聞の見出しを参考にし

ながら，題をつけたり，まとめたりする学習を積み重ねてきました。児童は

自然に新聞に興味を持つことができました。 

本作文の作成にあたり，新聞を引用しながら読み手を意識し，読む人に自

分の考えが伝わるように立場を明確にして書くために，次の３点に留意して

推敲し指導をおこないました。 

 ①意見の異なる見出しを引用し，自分の考えを明確にすること。 

 ②事実，疑問，経験，意見と構成を考え，論を展開すること。 

 ③伝えたいことを端的に文章にすること。 

 本作文が学級活動や道徳の時間などあらゆる学校生活で「平和」について

考えるよい教材になると考えています。 

 


